
第１０７号議案 品川区印鑑条例の一部を改正する条例 

１ 改正理由 

印鑑登録証明書の申請は、現状では窓口での印鑑登録証の提示もしくはコン

ビニ設置の多機能端末機による方法に限られている。「品川区ＤＸ推進基本方針」

の策定により、全庁的に業務・サービスのデジタル化を進めるため、オンライン

による申請方法を設け、区民の利便性向上を図る。 

２ 改正概要 

印鑑登録証明書のオンライン申請を開始することに伴い、条例および施行規

則を整備する。 

【現行】 

印鑑登録証明書は、窓口かコンビニの多機能端末機での申請・交付。 

【変更後】 

現行の方法に加えて、オンラインによる申請が可能となる。 

（条例） 

印鑑登録証を要せず申請する方法を可能とする。 

（施行規則） 

スマートフォン等から署名用電子証明書を備えたマイナンバーカードを使

用し申請を行う。印鑑証明書は郵送で交付を行う。 

３ 新旧対照表 

別紙参照 

４ 施行期日 

令和５年４月１日 

区 民 委 員 会 資 料

令和４年１２月２２日

地域振興部戸籍住民課
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○品川区印鑑条例の一部を改正する条例 新旧対照表

新 旧

昭和50年５月15日条例第12号 昭和50年５月15日条例第12号

目次 目次

第１章 総則（第１条・第２条） 第１章 総則（第１条・第２条） 

第２章 印鑑の登録（第３条－第16条の２） 第２章 印鑑の登録（第３条－第16条の２） 

第３章 印鑑登録の証明（第17条－第20条） 第３章 印鑑登録の証明（第17条－第20条） 

第４章 雑則（第21条－第24条） 第４章 雑則（第21条－第24条） 

付則 付則

（印鑑登録証明の申請） （印鑑登録証明の申請） 

第18条 印鑑登録の証明を受けようとする者は、印鑑登録証を提示して、印鑑

登録証明書交付申請書により申請しなければならない。ただし、別に規則で

定める方法により申請する場合にあつては、印鑑登録証の提示を省略するこ

とができる。

第18条 印鑑登録の証明を受けようとする者は、印鑑登録証を提示して、印鑑

登録証明書交付申請書により申請しなければならない。 

（印鑑登録証明の制限） （印鑑登録証明の制限） 

第19条 区長は、前条の規定による申請に際し、印鑑登録証を提示した者に対

してのみ印鑑登録証明書を交付するものとする。ただし、前項ただし書きに

規定する場合にあつては、印鑑登録証を提示したものとみなし、印鑑登録証

明書を交付するものとする。

第19条 区長は、前条の規定による申請に際し、印鑑登録証を提示した者に対

してのみ印鑑登録証明書を交付するものとする。 

（多機能端末機による印鑑登録証明の申請等） （多機能端末機による印鑑登録証明の申請等） 

第20条 前２条の規定にかかわらず、印鑑登録者は、個人番号カードを利用し

て、多機能端末機（区の電子情報処理組織と電気通信回線で接続された民間

事業者が設置する端末機で、証明書を自動的に交付する機能を有するものを

いう。以下同じ。）により、印鑑登録の証明を申請し、印鑑登録証明書の交

付を受けることができる。

第20条 前２条の規定にかかわらず、印鑑登録者は、個人番号カードを利用し

て、多機能端末機（区の電子情報処理組織と電気通信回線で接続された民間

事業者が設置する端末機で、証明書を自動的に交付する機能を有するものを

いう。以下同じ。）により、印鑑登録の証明を申請し、印鑑登録証明書の交

付を受けることができる。 

付 則 

この条例は、令和５年４月１日から施行する。
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○品川区印鑑条例施行規則の一部を改正する規則 新旧対照表

新 旧

昭和50年５月15日規則第39号 昭和50年５月15日規則第39号

（印鑑登録証明書の交付等） （印鑑登録証明書の交付） 

第９条 区長は、条例第18条の規定による印鑑登録証明書交付の申請があつた

ときは、印鑑登録証および印鑑登録証明書交付申請書の記載事項を印鑑登録

原票と照合し、相違がないことを確認したうえ、当該申請をした者に対して、

印鑑登録証明書を交付し、かつ印鑑登録証を返付する。 

第９条 区長は、条例第18条の規定による印鑑登録証明書交付の申請があつた

ときは、印鑑登録証および印鑑登録証明書交付申請書の記載事項を印鑑登録

原票と照合し、相違がないことを確認したうえ、当該申請をした者に対して、

印鑑登録証明書を交付し、かつ印鑑登録証を返付する。 

２ 条例第18条ただし書きに規定する規則で定める方法は、電子署名等に係る

地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律（平成14年法律第153

号）第３条第１項の署名用電子証明書が記録された個人番号カードを利用し

て、品川区長が所管する申請等における情報通信の技術の利用に関する規則

（平成17年品川区規則第65号）第２条第６号の電子情報処理組織を使用して

申請する方法とする。

３ 前項に規定する申請があったときは、電子情報処理組織において入力され

た暗証番号を電子署名等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に

関する法律施行規則（平成15年総務省令第120号）第６条第２項の規定により

設定された暗証番号と照合し、かつ、当該申請に係る事項を印鑑登録原票と

照合し、相違がないことを確認したうえ、当該申請をした者に対して、当該

者の住所へ郵送することにより印鑑登録証明書を交付する。 

４ 前３項の規定にかかわらず、区長は、条例第20条の規定による印鑑登録証

明書交付の申請があつたときは、多機能端末機に入力された暗証番号を電子

署名等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律施行規

則第42条第２項の規定により設定された暗証番号と照合し、相違がないこと

を確認したうえ、当該申請をした者に対して、印鑑登録証明書を交付する。

２ 前項の規定にかかわらず、区長は、条例第20条の規定による印鑑登録証明

書交付の申請があつたときは、多機能端末機に入力された暗証番号を電子署

名等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律施行規則

（平成15年総務省令第120号）第42条第２項の規定により設定された暗証番号

と照合し、相違がないことを確認したうえ、当該申請をした者に対して、印

鑑登録証明書を交付する。 

付 則 

この規則は、令和５年４月１日から施行する。


